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漁民による植樹活動
尾鷲漁業協同組合所属の養殖漁業者で組織する尾鷲養殖組合では、尾鷲市と電源開発株式会社の協力を得て、平成13年から森と海を結ぶ漁民の森づくりとして銚子川支流の又口川流域にある尾鷲市の市有林に広葉樹を植樹しています。
　今回は、小雨の降るなか、ヒノキの林内に保水力の優れているサカキを1,500本植樹しました。
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植樹
　尾鷲養殖組合で購入したサカキの苗を一本一本丁寧に植えていきました。
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植樹地
　この植樹地脇を流れる又口川の水は、クチスボダムの発電放流水として中川を経て尾鷲湾に流れ込んでいます。
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植えられた苗
間伐の行き届いた市有林にサカキを植樹することによって、生態的に多様化させ、保水力を増加させます。
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記念撮影
　無事に植樹を終え、参加者全員で記念撮影をしました。
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漁民の森
　尾鷲養殖組合高浜組合長は、漁民の森づくりは今後も続けていきたいと話していました。　なお、尾鷲養殖組合は夏に尾鷲湾内の海上清掃も行っています。
